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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバと、
　携帯端末と
を含み、
　前記サーバは、
　前記携帯端末側から、前記携帯端末で再生された第１のコンテンツデータの再生時間を
示す情報を取得する手段と、
　前記第１のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記憶
領域の空き容量が、前記第１のコンテンツデータと関連する第２のコンテンツデータのデ
ータ容量より大きいとき、前記サーバに格納されている第２のコンテンツデータを、前記
サーバから前記携帯端末側にコピーして格納する手段と
を具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の関連コンテンツ自動格納システムであって、
　前記携帯端末が接続された際に、前記サーバにクレードル接続の通知を送信するクレー
ドルと、
を更に含み、
　前記サーバは、
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　連続した複数のコンテンツデータを前記サーバの記憶領域に格納する手段と、
　前記複数のコンテンツデータのうち前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生
時間を示す情報を前記サーバの記憶領域に格納する手段と、
　前記クレードルからクレードル接続の通知を受信した際に、前記クレードル側に対して
、前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの識別情報と該コンテンツデータの再生時
間を示す情報とを含む携帯管理情報を要求し、応答として前記携帯管理情報を受信する手
段と、
　前記携帯管理情報に応じて、前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生時間を
示す情報を更新する手段と、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記
憶領域の空き容量が、前記複数のコンテンツデータのうち次に再生すべきコンテンツデー
タのデータ容量より大きいとき、前記次に再生すべきコンテンツデータを、前記クレード
ルを介して前記携帯端末にコピーして格納する手段と
を更に具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の関連コンテンツ自動格納システムであって、
　前記サーバは、
　前記クレードルの１つである第１クレードルに前記携帯端末の１つである第１携帯端末
が接続された際に、前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信する手段と
、
　前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信した際に、前記第１クレード
ル側に対して、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの識別情報と該コンテン
ツデータの再生時間を示す情報とを含む第１携帯管理情報を要求し、応答として前記第１
携帯管理情報を受信する手段と、
　前記第１携帯管理情報に応じて、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの再
生時間を示す情報を更新する手段と、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であるとき、前記次に再生
すべきコンテンツデータの所在情報を、前記第１クレードルを介して前記第１携帯端末に
通知する手段と、
　前記クレードルの１つである第２クレードルに前記携帯端末の１つである第２携帯端末
が接続された際に、前記第２クレードルから第２クレードル接続の通知を受信する手段と
、
　前記第２携帯端末が前記次に再生すべきコンテンツデータを前記第２携帯端末の記憶領
域に格納しているとき、前記第１携帯端末からの要求情報に応じて前記次に再生すべきコ
ンテンツデータを配信すべき旨の要求後配信命令を、前記第２クレードルを介して前記第
２携帯端末に送信する手段と
を更に具備し、
　前記第１携帯端末は、
　前記次に再生すべきコンテンツデータの所在情報に応じて、前記第２携帯端末に対して
、前記要求情報を送信する手段
を更に具備し、
　前記第２携帯端末は、
　前記サーバから前記要求後配信命令を受信した後、前記第１携帯端末から前記要求情報
を受信したとき、前記次に再生すべきコンテンツデータを、前記クレードルを介して前記
第１携帯端末にコピーして格納する手段
を更に具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の関連コンテンツ自動格納システムであって、
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　前記サーバは、
　テレビ放送用の番組を表す複数の番組データを前記サーバの記憶領域に格納する手段と
、
　前記複数の番組データの各々に対応する番組を識別するための放送日時、タイトル、及
び容量を表す番組識別子と、前記複数の番組データの各々が表す番組の放送時間と、前記
放送時間よりも短い時間を表す設定時間とを基に、前記複数の番組データを表す蓄積番組
リストを生成して前記サーバの記憶領域に格納する手段と、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記複数の番組データを一度に
格納するのに充分な容量を表す所定容量よりも小さい第１携帯端末から、前記第１携帯端
末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、前記サーバに格納された前記複数
の番組データの中から連続番組を表す第Ｎ連続番組データ（Ｎは１以上の整数）を選択す
るための選択番組要求を受信する手段と、
　前記第１携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
り大きい場合、前記サーバに格納された前記第Ｎ連続番組データをコピーして、前記第１
携帯端末に格納する手段と、
　前記第Ｎ連続番組データがコピーであることを表すコピー番組情報を前記第Ｎ連続番組
データに対応付けて前記第１携帯端末に格納する手段と、
　前記サーバと前記第１携帯端末とを接続する第１接続イベントの際に、前記第１携帯端
末から、前記第１携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前
記第Ｎ連続番組データが最初から前記第１携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第
１再生時間、前記コピー番組情報、及び前記第１携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域
を表す残容量に基づく第１携帯管理情報を受信する手段と、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量以下であるが、前記複数の番組データのうちの第（Ｎ＋
１）連続番組データの容量よりも大きいとき、前記サーバに格納された前記第（Ｎ＋１）
連続番組データをコピーして前記第１携帯端末に格納する手段と、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、コピー番組視聴後削除
命令を前記第１携帯端末に通知する手段と
を更に具備し、
　前記第１携帯端末は、
　前記第１携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データを最初から再生したときの再生
時間を前記第１再生時間として前記第Ｎ連続番組データに対応付けて前記第１携帯端末の
記憶領域に格納する手段と、
　前記第１接続イベントの際に、前記第１携帯管理情報を前記サーバに送信する手段と、
　前記第１携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データを最後まで再生したときに、前
記コピー番組視聴後削除命令に応じて、前記第１携帯端末から前記第Ｎ連続番組データを
消去する手段と
を更に具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項５】
　請求項４に記載の関連コンテンツ自動格納システムであって、
　前記サーバは、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記所定容量よりも大きい第２
携帯端末から、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、前
記サーバに格納された前記複数の番組データの中から前記第Ｎ連続番組データを選択する
ための選択番組要求を受信する手段と、
　前記第２携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
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り大きい場合、前記サーバに格納された前記第Ｎ連続番組データを前記第２携帯端末に移
動する手段と、
　前記サーバと前記第２携帯端末とを接続する第２接続イベントの際に、前記第２携帯端
末から、前記第２携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前
記第Ｎ連続番組データが最初から前記第２携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第
２再生時間と、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量とに基づく
第２携帯管理情報を受信する手段と、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第２携帯管理情報に含まれる前記第２再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第２携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量より大きいとき、前記サーバに格納された前記複数の番
組データのうちの前記第（Ｎ＋１）連続番組データを前記第２携帯端末に移動する手段と
、
　前記第（Ｎ＋１）連続番組データが前記サーバから前記第２携帯端末に移動されたこと
を表す番組移動情報を生成し、前記サーバの記憶領域に格納する手段と
を更に具備し、
　前記第２携帯端末は、
　前記第２携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データを最初から再生したときの再生
時間を前記第２再生時間として前記第Ｎ連続番組データに対応付けて前記第２携帯端末の
記憶領域に格納する手段と、
　前記第２接続イベントの際に、前記第２携帯管理情報を前記サーバに送信する手段と
を更に具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の関連コンテンツ自動格納システムであって、
　前記サーバは、
　前記第１携帯端末に前記第Ｎ連続番組データのコピーが格納され、前記第２携帯端末に
前記第（Ｎ＋１）連続番組データが格納され、前記サーバに前記番組移動情報が格納され
ている場合、前記蓄積番組リストを参照して、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１
再生時間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管
理情報に含まれる残容量が、前記所定容量以下であるが、前記第（Ｎ＋１）連続番組デー
タの容量よりも大きいとき、前記サーバに格納された前記番組移動情報を前記第１携帯端
末に通知する手段と、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、前記コピー番組視聴後
削除命令を前記第１携帯端末に通知する手段と、
　前記第２接続イベントが発生したときに、要求後配信命令を前記第２携帯端末に通知す
る手段と
を更に具備し、
　前記第１携帯端末は、
　前記番組移動情報に応じて、前記第（Ｎ＋１）連続番組データを要求するための要求情
報を前記第２携帯端末に送信する手段
を更に具備し、
　前記第２携帯端末は、
　前記要求情報と前記要求後配信命令とに応じて、前記第２携帯端末に格納された前記第
（Ｎ＋１）連続番組データをコピーし、前記第１携帯端末に格納する手段
を更に具備する
　関連コンテンツ自動格納システム。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の関連コンテンツ自動格納システムで使用される
携帯端末。
【請求項８】
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　携帯端末側から、前記携帯端末で再生された第１のコンテンツデータの再生時間を示す
情報を取得する手段と、
　前記第１のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記憶
領域の空き容量が、前記第１のコンテンツデータと関連する第２のコンテンツデータのデ
ータ容量より大きいとき、記憶領域に格納されている第２のコンテンツデータを、前記携
帯端末側にコピーして格納する手段と
を具備する
　サーバ。
【請求項９】
　請求項８に記載のサーバであって、
　連続した複数のコンテンツデータを自身の記憶領域に格納する手段と、
　前記複数のコンテンツデータのうち前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生
時間を示す情報を自身の記憶領域に格納する手段と、
　前記携帯端末が接続された際にクレードル接続の通知を送信するクレードルから、前記
クレードル接続の通知を受信した際に、前記クレードル側に対して、前記携帯端末で再生
されたコンテンツデータの識別情報と該コンテンツデータの再生時間を示す情報とを含む
携帯管理情報を要求し、応答として前記携帯管理情報を受信する手段と、
　前記携帯管理情報に応じて、前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生時間を
示す情報を更新する手段と、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記
憶領域の空き容量が、前記複数のコンテンツデータのうち次に再生すべきコンテンツデー
タのデータ容量より大きいとき、前記次に再生すべきコンテンツデータを、前記クレード
ルを介して前記携帯端末にコピーして格納する手段と
を更に具備する
　サーバ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のサーバであって、
　前記クレードルの１つである第１クレードルに前記携帯端末の１つである第１携帯端末
が接続された際に、前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信する手段と
、
　前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信した際に、前記第１クレード
ル側に対して、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの識別情報と該コンテン
ツデータの再生時間を示す情報とを含む第１携帯管理情報を要求し、応答として前記第１
携帯管理情報を受信する手段と、
　前記第１携帯管理情報に応じて、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの再
生時間を示す情報を更新する手段と、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であるとき、前記次に再生
すべきコンテンツデータの所在情報を、前記第１クレードルを介して前記第１携帯端末に
通知する手段と、
　前記クレードルの１つである第２クレードルに前記携帯端末の１つである第２携帯端末
が接続された際に、前記第２クレードルから第２クレードル接続の通知を受信する手段と
、
　前記第２携帯端末が前記次に再生すべきコンテンツデータを前記第２携帯端末の記憶領
域に格納しているとき、前記第１携帯端末からの要求情報に応じて前記次に再生すべきコ
ンテンツデータを配信すべき旨の要求後配信命令を、前記第２クレードルを介して前記第
２携帯端末に送信する手段と
を更に具備する
　サーバ。
【請求項１１】
　請求項８乃至１０のいずれか一項に記載のサーバであって、
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　テレビ放送用の番組を表す複数の番組データを自身の記憶領域に格納する手段と、
　前記複数の番組データの各々に対応する番組を識別するための放送日時、タイトル、及
び容量を表す番組識別子と、前記複数の番組データの各々が表す番組の放送時間と、前記
放送時間よりも短い時間を表す設定時間とを基に、前記複数の番組データを表す蓄積番組
リストを生成して自身の記憶領域に格納する手段と、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記複数の番組データを一度に
格納するのに充分な容量を表す所定容量よりも小さい第１携帯端末から、前記第１携帯端
末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、記憶領域に格納された前記複数の
番組データの中から連続番組を表す第Ｎ連続番組データ（Ｎは１以上の整数）を選択する
ための選択番組要求を受信する手段と、
　前記第１携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
り大きい場合、記憶領域に格納された前記第Ｎ連続番組データをコピーして、前記第１携
帯端末に格納する手段と、
　前記第Ｎ連続番組データがコピーであることを表すコピー番組情報を前記第Ｎ連続番組
データに対応付けて前記第１携帯端末に格納する手段と、
　前記第１携帯端末が接続される第１接続イベントの際に、前記第１携帯端末から、前記
第１携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前記第Ｎ連続番
組データが最初から前記第１携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第１再生時間、
前記コピー番組情報、及び前記第１携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量
に基づく第１携帯管理情報を受信する手段と、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量以下であるが、前記複数の番組データのうちの第（Ｎ＋
１）連続番組データの容量よりも大きいとき、記憶領域に格納された前記第（Ｎ＋１）連
続番組データをコピーして前記第１携帯端末に格納する手段と、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、前記第１携帯端末に格
納された前記第Ｎ連続番組データが最後まで再生されたときに前記第１携帯端末から前記
第Ｎ連続番組データを消去するためのコピー番組視聴後削除命令を、前記第１携帯端末に
通知する手段と
を更に具備する
　サーバ。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のサーバであって、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記所定容量よりも大きい第２
携帯端末から、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、記
憶領域に格納された前記複数の番組データの中から前記第Ｎ連続番組データを選択するた
めの選択番組要求を受信する手段と、
　前記第２携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
り大きい場合、記憶領域に格納された前記第Ｎ連続番組データを前記第２携帯端末に移動
する手段と、
　前記第２携帯端末が接続される第２接続イベントの際に、前記第２携帯端末から、前記
第２携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前記第Ｎ連続番
組データが最初から前記第２携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第２再生時間と
、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量とに基づく第２携帯管理
情報を受信する手段と、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第２携帯管理情報に含まれる前記第２再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第２携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量より大きいとき、記憶領域に格納された前記複数の番組
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データのうちの前記第（Ｎ＋１）連続番組データを前記第２携帯端末に移動する手段と、
　前記第（Ｎ＋１）連続番組データが前記第２携帯端末に移動されたことを表す番組移動
情報を生成し、自身の記憶領域に格納する手段と
を更に具備する
　サーバ。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のサーバであって、
　前記第１携帯端末に前記第Ｎ連続番組データのコピーが格納され、前記第２携帯端末に
前記第（Ｎ＋１）連続番組データが格納され、記憶領域に前記番組移動情報が格納されて
いる場合、前記蓄積番組リストを参照して、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１再
生時間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管理
情報に含まれる残容量が、前記所定容量以下であるが、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ
の容量よりも大きいとき、前記第１携帯端末に対して、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ
を要求するための要求情報を前記第２携帯端末に送信させるために、記憶領域に格納され
た前記番組移動情報を通知する手段と、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、前記コピー番組視聴後
削除命令を前記第１携帯端末に通知する手段と、
　前記第２接続イベントが発生したときに、前記第２携帯端末に対して、前記第２携帯端
末に格納された前記第（Ｎ＋１）連続番組データをコピーして前記第１携帯端末に格納さ
せるための要求後配信命令を通知する手段と
を更に具備する
　サーバ。
【請求項１４】
　計算機により実施される関連コンテンツ自動格納方法であって、
　携帯端末側から、前記携帯端末で再生された第１のコンテンツデータの再生時間を示す
情報を取得することと、
　前記第１のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記憶
領域の空き容量が、前記第１のコンテンツデータと関連する第２のコンテンツデータのデ
ータ容量より大きいとき、記憶領域に格納されている第２のコンテンツデータを、前記携
帯端末側にコピーして格納することと
を含む
　関連コンテンツ自動格納方法。
【請求項１５】
　携帯端末側から、前記携帯端末で再生された第１のコンテンツデータの再生時間を示す
情報を取得するステップと、
　前記第１のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記憶
領域の空き容量が、前記第１のコンテンツデータと関連する第２のコンテンツデータのデ
ータ容量より大きいとき、記憶領域に格納されている第２のコンテンツデータを、前記携
帯端末側にコピーして格納するステップと
を計算機に実行させるための
　プログラム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のプログラムであって、
　連続した複数のコンテンツデータを自身の記憶領域に格納するステップと、
　前記複数のコンテンツデータのうち前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生
時間を示す情報を自身の記憶領域に格納するステップと、
　前記携帯端末が接続された際にクレードル接続の通知を送信するクレードルから、前記
クレードル接続の通知を受信した際に、前記クレードル側に対して、前記携帯端末で再生
されたコンテンツデータの識別情報と該コンテンツデータの再生時間を示す情報とを含む
携帯管理情報を要求し、応答として前記携帯管理情報を受信するステップと、
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　前記携帯管理情報に応じて、前記携帯端末で再生されたコンテンツデータの再生時間を
示す情報を更新するステップと、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であり、前記携帯端末の記
憶領域の空き容量が、前記複数のコンテンツデータのうち次に再生すべきコンテンツデー
タのデータ容量より大きいとき、前記次に再生すべきコンテンツデータを、前記クレード
ルを介して前記携帯端末にコピーして格納するステップと
を更に計算機に実行させるための
　プログラム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のプログラムであって、
　前記クレードルの１つである第１クレードルに前記携帯端末の１つである第１携帯端末
が接続された際に、前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信するステッ
プと、
　前記第１クレードルから第１クレードル接続の通知を受信した際に、前記第１クレード
ル側に対して、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの識別情報と該コンテン
ツデータの再生時間を示す情報とを含む第１携帯管理情報を要求し、応答として前記第１
携帯管理情報を受信するステップと、
　前記第１携帯管理情報に応じて、前記第１携帯端末で再生されたコンテンツデータの再
生時間を示す情報を更新するステップと、
　前記更新後のコンテンツデータの再生時間が、所定時間以上であるとき、前記次に再生
すべきコンテンツデータの所在情報を、前記第１クレードルを介して前記第１携帯端末に
通知するステップと、
　前記クレードルの１つである第２クレードルに前記携帯端末の１つである第２携帯端末
が接続された際に、前記第２クレードルから第２クレードル接続の通知を受信するステッ
プと、
　前記第２携帯端末が前記次に再生すべきコンテンツデータを前記第２携帯端末の記憶領
域に格納しているとき、前記第１携帯端末からの要求情報に応じて前記次に再生すべきコ
ンテンツデータを配信すべき旨の要求後配信命令を、前記第２クレードルを介して前記第
２携帯端末に送信するステップと
を更に計算機に実行させるための
　プログラム。
【請求項１８】
　請求項１５乃至１７のいずれか一項に記載のプログラムであって、
　テレビ放送用の番組を表す複数の番組データを自身の記憶領域に格納するステップと、
　前記複数の番組データの各々に対応する番組を識別するための放送日時、タイトル、及
び容量を表す番組識別子と、前記複数の番組データの各々が表す番組の放送時間と、前記
放送時間よりも短い時間を表す設定時間とを基に、前記複数の番組データを表す蓄積番組
リストを生成して自身の記憶領域に格納するステップと、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記複数の番組データを一度に
格納するのに充分な容量を表す所定容量よりも小さい第１携帯端末から、前記第１携帯端
末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、記憶領域に格納された前記複数の
番組データの中から連続番組を表す第Ｎ連続番組データ（Ｎは１以上の整数）を選択する
ための選択番組要求を受信するステップと、
　前記第１携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
り大きい場合、記憶領域に格納された前記第Ｎ連続番組データをコピーして、前記第１携
帯端末に格納するステップと、
　前記第Ｎ連続番組データがコピーであることを表すコピー番組情報を前記第Ｎ連続番組
データに対応付けて前記第１携帯端末に格納するステップと、
　前記第１携帯端末が接続される第１接続イベントの際に、前記第１携帯端末から、前記
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第１携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前記第Ｎ連続番
組データが最初から前記第１携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第１再生時間、
前記コピー番組情報、及び前記第１携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量
に基づく第１携帯管理情報を受信するステップと、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量以下であるが、前記複数の番組データのうちの第（Ｎ＋
１）連続番組データの容量よりも大きいとき、記憶領域に格納された前記第（Ｎ＋１）連
続番組データをコピーして前記第１携帯端末に格納するステップと、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、前記第１携帯端末に格
納された前記第Ｎ連続番組データが最後まで再生されたときに前記第１携帯端末から前記
第Ｎ連続番組データを消去するためのコピー番組視聴後削除命令を、前記第１携帯端末に
通知するステップと
を更に計算機に実行させるための
　プログラム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のプログラムであって、
　前記携帯端末の１つであり、記憶領域を表す記憶容量が前記所定容量よりも大きい第２
携帯端末から、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量を含み、記
憶領域に格納された前記複数の番組データの中から前記第Ｎ連続番組データを選択するた
めの選択番組要求を受信するステップと、
　前記第２携帯端末からの選択番組要求に含まれる残容量が、前記所定容量以下であって
も、前記蓄積番組リストに格納された前記第Ｎ連続番組データの前記番組識別子の容量よ
り大きい場合、記憶領域に格納された前記第Ｎ連続番組データを前記第２携帯端末に移動
するステップと、
　前記第２携帯端末が接続される第２接続イベントの際に、前記第２携帯端末から、前記
第２携帯端末に格納された前記第Ｎ連続番組データにおける番組識別子、前記第Ｎ連続番
組データが最初から前記第２携帯端末で再生されたときの再生時間を表す第２再生時間と
、前記第２携帯端末の記憶領域のうちの未使用領域を表す残容量とに基づく第２携帯管理
情報を受信するステップと、
　前記蓄積番組リストを参照した結果、前記第２携帯管理情報に含まれる前記第２再生時
間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第２携帯管理情報
に含まれる残容量が前記所定容量より大きいとき、記憶領域に格納された前記複数の番組
データのうちの前記第（Ｎ＋１）連続番組データを前記第２携帯端末に移動するステップ
と、
　前記第（Ｎ＋１）連続番組データが前記第２携帯端末に移動されたことを表す番組移動
情報を生成し、自身の記憶領域に格納するステップと
を更に計算機に実行させるための
　プログラム。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のプログラムであって、
　前記第１携帯端末に前記第Ｎ連続番組データのコピーが格納され、前記第２携帯端末に
前記第（Ｎ＋１）連続番組データが格納され、記憶領域に前記番組移動情報が格納されて
いる場合、前記蓄積番組リストを参照して、前記第１携帯管理情報に含まれる前記第１再
生時間が、前記第Ｎ連続番組データに対する前記設定時間以上であり、前記第１携帯管理
情報に含まれる残容量が、前記所定容量以下であるが、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ
の容量よりも大きいとき、前記第１携帯端末に対して、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ
を要求するための要求情報を前記第２携帯端末に送信させるために、記憶領域に格納され
た前記番組移動情報を通知するステップと、
　前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報に対して、前記コピー番組視聴後
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削除命令を前記第１携帯端末に通知するステップと、
　前記第２接続イベントが発生したときに、前記第２携帯端末に対して、前記第２携帯端
末に格納された前記第（Ｎ＋１）連続番組データをコピーして前記第１携帯端末に格納さ
せるための要求後配信命令を通知するステップと
を更に計算機に実行させるための
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、関連コンテンツ自動格納システムに関し、特にテレビ放送用の番組データを
格納する録画番組自動格納システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、放送局から送信されたテレビ放送用の番組を表す番組データを受信して、記憶部
に格納する放送処理装置（以下、サーバと称する）が普及されている。サーバは、上記の
記憶部と、番組データを受信して記憶部に格納する受信部と、出力部と、制御部とを具備
している。出力部は、表示部と、スピーカとを含んでいる。
【０００３】
　番組データは、動画像データと音声データとを含んでいる。制御部は、ユーザによる番
組データ出力指示に応じて、記憶部に格納された番組データをデコードし、その番組デー
タの動画像データを表示装置に表示し、その番組データの音声データをスピーカに出力す
る。このように、ユーザは、サーバの記憶部に格納された番組データを視聴することがで
きる。
【０００４】
　また、ユーザは、サーバとＰＣ（パーソナルコンピュータ）とを接続して、サーバの記
憶部に格納された番組データをＰＣにコピーすることにより、ユーザの嗜好に合わせた番
組データをＰＣにより視聴することができる。
【０００５】
　また、配信されたコンテンツを複数の端末で利用可能とする技術も実施されている（例
えば、特許文献１）。
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－３０３１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の課題は、ユーザの利便性が向上する録画番組自動格納システムを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下に、［発明を実施するための最良の形態］で使用する番号・符号を用いて、課題を
解決するための手段を説明する。これらの番号・符号は、［特許請求の範囲］の記載と［
発明を実施するための最良の形態］の記載との対応関係を明らかにするために付加された
ものであるが、［特許請求の範囲］に記載されている発明の技術的範囲の解釈に用いては
ならない。
【０００９】
　本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムについて説明する。
　本発明の録画番組自動格納システムは、複数の携帯端末（２－１、２－２）と、サーバ
（１）とを具備している。
　前記複数の携帯端末（２－１、２－２）の各々は、記憶部（２１；２２）と、出力部（
２６）と、コンピュータプログラム（２４）である制御部（２５）とを備えている。
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　前記サーバ（１）は、サーバ記憶部（１１；１２）と、複数の番組データを受信して前
記サーバ記憶部（１１；１２）に格納する受信部（１０）と、コンピュータプログラム（
１４）であるサーバ制御部（１５）とを備えている。前記サーバ制御部（１５）は、前記
複数の番組データを表す蓄積番組リスト（５０）を生成して前記サーバ記憶部（１１；１
３）に格納する。
　前記蓄積番組リスト（５０）は、前記複数の番組データのそれぞれに対して、前記複数
の番組データが最初から途中まで放送されたときの設定時間（Ｔｘ）から、前記複数の番
組データが最初から最後まで放送されたときの放送時間（Ｔｙ）までの範囲を表す所定範
囲（Ｔｘｙ）を含んでいる。
　前記複数の携帯端末（２－１、２－２）のうちの第１携帯端末（２－１）の記憶部（２
１；２２）に、前記サーバ記憶部（１１；１２）に格納された前記複数の番組データのう
ちの、連続番組を表す第Ｎ連続番組データ（４１）（Ｎは１以上の整数）のコピーが格納
されている（Ｓ１１～Ｓ１３）。このときに、前記第１携帯端末（２－１）の制御部（２
５）は、前記サーバ（１）と前記第１携帯端末（２－１）とを接続する第１接続イベント
に応じて、第１携帯管理情報を前記サーバ制御部（１５）に送信する（Ｓ２１、Ｓ２２）
。
　この場合、前記第１携帯管理情報は、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１；２
２）に格納された前記第Ｎ連続番組データ（４１）を前記第１携帯端末（２－１）の制御
部（２５）が最初から前記第１携帯端末（２－１）の出力部（２６）に出力したときの第
１再生時間（Ｔｚ）と、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１；２２）に格納され
た前記第Ｎ連続番組データ（４１）がコピーであることを表すコピー番組情報（８１）と
、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の記憶領域（２２）のうちの未使用領域
を表す残容量とを含んでいる。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記蓄積番組リスト（５０）を参照した結果、前記第１
携帯管理情報に含まれる前記第１再生時間（Ｔｚ）が、前記第Ｎ連続番組データ（４１）
に対する前記所定範囲（Ｔｘｙ）内である（Ｓ２３、Ｓ２４－ＹＥＳ、Ｓ２５－ＹＥＳ）
。且つ、前記第１携帯管理情報に含まれる残容量が、所定容量以下であるが、前記複数の
番組データのうちの第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）の容量よりも大きい。
　このとき、前記サーバ制御部（１５）は、前記サーバ記憶部（１１；１２）に格納され
た前記第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）をコピーして前記第１携帯端末（２－１）の
記憶部（２１；２２）に格納する（Ｓ２６）。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報（
８１）に対して、コピー番組視聴後削除命令（８２）を前記第１携帯端末（２－１）の制
御部（２５）に通知する（Ｓ２６）。
　前記第１携帯端末（２－１）の制御部（２５）は、前記第Ｎ連続番組データ（４１）を
最後まで前記第１携帯端末（２－１）の出力部（２６）に出力しているときに、前記コピ
ー番組視聴後削除命令（８２）に応じて、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１；
２２）から前記第Ｎ連続番組データ（４１）を消去する（Ｓ２７）。
【００１０】
　本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムの効果について説明する。
【００１１】
　第Ｎ連続番組データ（４１）が第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１；２２）に格納
されている場合、第１ユーザは、その第Ｎ連続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－
１）により視聴することができる。第Ｎ連続番組データ（４１）は、第１ユーザが嗜好の
番組データである。第１ユーザは、その第Ｎ連続番組データ（４１）を視聴し終わった場
合、第Ｎ連続番組データ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を視聴した
い。この場合、第１ユーザは、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を視聴するために、
通常であれば、サーバ（１）と第１携帯端末（２－１）とを接続して、サーバ記憶部（１
１）に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第１携帯端末（２－１）にコピ
ーする手動コピー処理を行なう。しかし、第１ユーザは、次に視聴する番組データが決ま
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っているのに、手動コピー処理を行なわなければならない。
　また、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の記憶領域（２２）を表す記憶容量は
、サーバ（１）のサーバ記憶部（１１）の記憶領域（１２）を表す記憶容量よりもはるか
に小さい。このため、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の残容量が、第（Ｎ＋１
）連続番組データ（４２）の容量よりも大きくても、所定容量以下である場合がある。こ
のような場合、第１ユーザが嗜好とする複数の番組データを一度に第１携帯端末（２－１
）の記憶部（２１）に格納することに限度がある。
　この状態では、ユーザにとって利便性に欠ける。
【００１２】
　そこで、本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、サーバ（１）と第
１携帯端末（２－１）とを接続する第１接続イベントが発生したときに、第１ユーザが第
１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わっている場合、第（Ｎ
＋１）連続番組データ（４２）が第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）に自動的に格
納され、第Ｎ連続番組データ（４１）が第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）から自
動的に消去される。この場合、第１ユーザが第１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組
データ（４１）を見終わっているとき、第１携帯端末（２－１）の出力部（２６）に出力
された第Ｎ連続番組データ（４１）の第１再生時間（Ｔｚ）が、第Ｎ連続番組データ（４
１）に対する所定範囲（Ｔｘｙ）として放送時間（Ｔｙ）に達している。このとき、サー
バ（１）のサーバ制御部（１５）は、サーバ記憶部（１１）に格納された第（Ｎ＋１）連
続番組データ（４２）をコピーして第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）に格納し、
その第Ｎ連続番組データ（４１）を視聴完了後に第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１
）から消去するためのコピー番組視聴後削除命令（８２）を第１携帯端末（２－１）に通
知する。ここで、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）に格納される第Ｎ連続番組デ
ータ（４１）、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）は、それぞれ、視聴完了後に消去さ
れるため、サーバ記憶部（１１）に格納された第Ｎ連続番組データ（４１）、第（Ｎ＋１
）連続番組データ（４２）のコピーであることが好ましい。
　これにより、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－１）に
より視聴し終わった場合、手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ（４１）の
後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第１携帯端末（２－１）により視聴すること
ができる。
　また、第１ユーザが第１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終
わったら、第Ｎ連続番組データ（４１）が第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）から
自動的に消去されるため、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の記憶容量を節約す
ることができる。
　このように、本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００１３】
　例えば、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わっていないと思って、そ
の第Ｎ連続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－１）により視聴してみたら、その第
Ｎ連続番組データ（４１）の未視聴部分が少なくて、すぐ見終わってしまう場合がある。
このような場合、上記の第１接続イベントが発生するまで、第１ユーザは、第Ｎ連続番組
データ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第１携帯端末（２－１）に
より視聴することができない。
　この状態では、ユーザにとって利便性に欠ける。
【００１４】
　そこで、本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、上記の第１接続イ
ベントが発生したときに、第１ユーザが第１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組デー
タ（４１）を見終わる可能性がある場合、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）が第１携
帯端末（２－１）の記憶部（２１）に自動的に格納され、第１ユーザが第１携帯端末（２
－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わった場合、第Ｎ連続番組データ（４１
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）が第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）から自動的に消去される。この場合、第１
ユーザが第１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わる可能性が
あるとき、第１携帯端末（２－１）の出力部（２６）に出力された第Ｎ連続番組データ（
４１）の第１再生時間（Ｔｚ）が、第Ｎ連続番組データ（４１）に対する所定範囲（Ｔｘ
ｙ）として設定時間（Ｔｘ）を超えている。このとき、サーバ（１）のサーバ制御部（１
５）は、サーバ記憶部（１１）に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）をコピ
ーして第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）に格納し、上記のコピー番組視聴後削除
命令（８２）を第１携帯端末（２－１）に通知する。これにより、第１ユーザは、第Ｎ連
続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－１）により視聴し終わった場合、手動コピー
処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４
２）を第１携帯端末（２－１）により視聴することができる。
　このように、本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００１５】
　本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムについて説明する。
　本発明の録画番組自動格納システムにおいて、前記複数の携帯端末（２－１、２－２）
のうちの第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に前記第Ｎ連続番組データ（４
１）が格納されている（Ｓ３１～Ｓ３３）。このときに、前記第２携帯端末（２－２）の
制御部（２５）は、前記サーバ（１）と前記第２携帯端末（２－２）とを接続する第２接
続イベントに応じて、第２携帯管理情報を前記サーバ制御部（１５）に送信する（Ｓ４１
、Ｓ４２）。
　この場合、前記第２携帯管理情報は、前記第２携帯端末（２－２）の制御部（２５）が
前記第Ｎ連続番組データ（４１）を最初から前記第２携帯端末（２－２）の出力部（２６
）に出力したときの第２再生時間（Ｔｚ）と、前記第２携帯端末（２－２）の記憶部（２
１）の記憶領域（２２）のうちの未使用領域を表す残容量とを含んでいる。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記蓄積番組リスト（５０）を参照した結果、前記第２
携帯管理情報に含まれる前記第２再生時間（Ｔｚ）が、前記第Ｎ連続番組データ（４１）
に対する前記所定範囲（Ｔｘｙ）内である（Ｓ４３、Ｓ４４－ＹＥＳ、Ｓ４５－ＹＥＳ）
。且つ、前記第２携帯管理情報に含まれる残容量が前記所定容量より大きい。
　このとき、前記サーバ制御部（１５）は、前記サーバ記憶部（１１；１２）に格納され
た前記複数の番組データのうちの前記第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を前記第２携
帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に移動する（Ｓ４６）。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に
格納された前記第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）の消去を禁止するための移動番組削
除禁止命令（８３）を前記第２携帯端末（２－２）の制御部（２５）に通知する（Ｓ４６
）。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）が前記サーバ
（１）から前記第２携帯端末（２－２）に移動されたことを表す番組移動情報（８５）を
生成し、前記サーバ記憶部（１１；１３）に格納する（Ｓ４６）。
【００１６】
　本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムの効果について説明する。
【００１７】
　第Ｎ連続番組データ（４１）が第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に格納
されている場合、第２ユーザは、その第Ｎ連続番組データ（４１）を第２携帯端末（２－
２）により視聴することができる。第Ｎ連続番組データ（４１）は、第２ユーザが嗜好の
番組データである。この第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１）の記憶領域（２２）を
表す記憶容量は、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の記憶領域（２２）を表す記
憶容量よりもはるかに大きく、第２携帯端末（２－２）は、第１携帯端末（２－１）に対
する次世代の携帯端末である。このため、第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１）の残
容量は、所定容量よりも大きい場合がある。



(14) JP 4768301 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

【００１８】
　そこで、本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムでは、サーバ（１）と第
２携帯端末（２－２）とを接続する第２接続イベントが発生したときに、第２ユーザが第
２携帯端末（２－２）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わっている場合又は見終
わる可能性がある場合、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）が第２携帯端末（２－２）
の記憶部（２１）に自動的に格納される。この場合、サーバ（１）のサーバ制御部（１５
）は、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）をサーバ記憶部（１１）から第２携帯端末（
２－２）の記憶部（２１）に移動し、第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）の消去を禁止
するための移動番組削除禁止命令（８３）を第２携帯端末（２－２）に通知する。これに
より、第２ユーザは、第Ｎ連続番組データ（４１）を第２携帯端末（２－２）により視聴
し終わった場合、手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ（４１）の後の第（
Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第２携帯端末（２－２）により視聴することができる
。
　また、第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１）の残容量に余裕がある場合、第２ユー
ザが嗜好の番組データがサーバ記憶部（１１）から第２携帯端末（２－２）の記憶部（２
１）に移動されるため、サーバ記憶部（１１）の記憶容量を節約することができる。
　また、サーバ制御部（１５）は、番組移動情報（８５）により第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ（４２）がサーバ（１）から第２携帯端末（２－２）に移動されたことを管理してい
る。このため、サーバ制御部（１５）は、第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１）に第
（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を格納する必要があるときに、番組移動情報（８５）
を第１携帯端末（２－１）に通知すればよい。
　このように、本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００１９】
　本発明の第３の観点による録画番組自動格納システムについて説明する。
　本発明の録画番組自動格納システムにおいて、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（
２１；２２）に前記第Ｎ連続番組データ（４１）のコピーが格納され（Ｓ１１～Ｓ１３）
、前記第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に前記第（Ｎ＋１）連続番組デー
タ（４２）が格納され、前記サーバ記憶部（１１；１３）に前記番組移動情報（８５）が
格納されている（Ｓ４１～Ｓ４６）。このときに、前記第１携帯端末（２－１）の制御部
（２５）は、前記第１接続イベントに応じて、前記第１携帯管理情報を前記サーバ制御部
（１５）に送信する（Ｓ２１、Ｓ２２）。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記蓄積番組リスト（５０）を参照した結果、前記第１
携帯管理情報に含まれる前記第１再生時間（Ｔｚ）が、前記第Ｎ連続番組データ（４１）
に対する前記所定範囲（Ｔｘｙ）内である（Ｓ２３、Ｓ２４－ＹＥＳ、Ｓ２５－ＹＥＳ）
。且つ、前記第１携帯管理情報に含まれる残容量が、前記所定容量以下であるが、前記第
（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）の容量よりも大きい。
　このとき、前記サーバ制御部（１５）は、前記サーバ記憶部（１１；１３）に格納され
た前記番組移動情報（８５）を前記第１携帯端末（２－１）の制御部（２５）に通知し（
Ｓ５１）、前記第１携帯管理情報に含まれる前記コピー番組情報（８１）に対して、前記
コピー番組視聴後削除命令（８２）を前記第１携帯端末（２－１）の制御部（２５）に通
知する（Ｓ５１）。
　前記サーバ制御部（１５）は、前記第２接続イベントが発生したときに（Ｓ４１）、要
求後配信命令（８４）を前記第２携帯端末（２－２）の制御部（２５）に通知する（Ｓ５
２）。
　前記第１携帯端末（２－１）の制御部（２５）は、前記番組移動情報（８５）に応じて
、前記第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を要求するための要求情報（８６）を前記第
２携帯端末（２－２）に送信する（Ｓ５３）。このとき、前記第２携帯端末（２－２）の
制御部（２５）は、前記要求情報（８６）と前記要求後配信命令（８４）とに応じて、前
記第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１；２２）に格納された前記第（Ｎ＋１）連続番
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組データ（４２）をコピーし、前記第１携帯端末（２－１）の記憶部（２１；２２）に格
納する（Ｓ５４）。
【００２０】
　本発明の第３の観点による録画番組自動格納システムの効果について説明する。
【００２１】
　本発明の第３の観点による録画番組自動格納システムでは、第（Ｎ＋１）連続番組デー
タ（４２）が第２携帯端末（２－２）の記憶部（２１）に移動されていても、第１ユーザ
は、第１携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わっている場合又
は見終わる可能性がある場合、第２携帯端末（２－２）から第（Ｎ＋１）連続番組データ
（４２）を取得することができる。この場合、サーバ（１）のサーバ制御部（１５）は、
第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）がサーバ（１）から第２携帯端末（２－２）に移動
されたことを番組移動情報（８５）により第１携帯端末（２－１）に通知し、要求情報（
８６）を受けたときに第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を送信するための要求後配信
命令（８４）を第２携帯端末（２－２）に通知する。第１携帯端末（２－１）の制御部（
２５）が番組移動情報（８５）に応じて要求情報（８６）を第２携帯端末（２－２）に送
信したとき、第２携帯端末（２－２）の制御部（２５）は、第２携帯端末（２－２）の記
憶部（２１）に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）をコピーして第１携帯端
末（２－１）の記憶部（２１）に格納する。これにより、第１ユーザは、第Ｎ連続番組デ
ータ（４１）を第１携帯端末（２－１）により視聴し終わった場合、第１携帯端末（２－
１）により第２携帯端末（２－２）から第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を取得して
視聴することができる。
　本発明の第３の観点では、複数の番組データを格納するサーバ記憶部（１１）を備えた
サーバ（１）と、小容量の記憶部（２１）を備えた第１携帯端末（２－１）と、それより
も大容量の記憶部（２１）を備えた第２携帯端末（２－２）とのコンビネーションにより
、ユーザが嗜好とする番組データを格納することができる。
　このように、本発明の第３の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００２２】
　本発明の録画番組自動格納システムにおいて、前記第１接続イベントは、前記第１携帯
端末（２－１）に設けられた充電池を充電するための第１クレードル（３－１）に、前記
第１携帯端末（２－１）が接続されたときに発生する（Ｓ２１）。前記サーバ制御部（１
５）と前記第１携帯端末（２－１）は、前記第１クレードル（３－１）を介して通信する
。
【００２３】
　本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、上述のように、第１接続イ
ベントは、第１携帯端末（２－１）が第１クレードル（３－１）に接続されたときに発生
する。第１接続イベントが発生したときに、第１携帯端末（２－１）に設けられた充電池
が家庭用電源から第１クレードル（３－１）を介して充電される。このため、第１ユーザ
は、第Ｎ連続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－１）により視聴し終わった場合、
第１携帯端末（２－１）を第１クレードル（３－１）に接続するだけで、第Ｎ連続番組デ
ータ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第１携帯端末（２－１）によ
り視聴することができる。例えば、第１ユーザは、自身が嗜好とする番組データを外出先
でしか視聴する時間がなく、第Ｎ連続番組データ（４１）を第１携帯端末（２－１）によ
り視聴し終わっている場合、家に帰宅したときに第１携帯端末（２－１）を第１クレード
ル（３－１）に接続するだけで、また外出するときには、第Ｎ連続番組データ（４１）の
後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第１携帯端末（２－１）により視聴すること
ができる。
　このように、本発明の第１の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００２４】
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　本発明の録画番組自動格納システムにおいて、前記第２接続イベントは、前記第２携帯
端末（２－２）に設けられた充電池を充電するための第２クレードル（３－２）に、前記
第２携帯端末（２－２）が接続されたときに発生する（Ｓ４１）。前記サーバ制御部（１
５）と前記第２携帯端末（２－２）は、前記第２クレードル（３－２）を介して通信する
。
【００２５】
　本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムでは、上述のように、第２接続イ
ベントは、第２携帯端末（２－２）が第２クレードル（３－２）に接続されたときに発生
する。第２接続イベントが発生したときに、第２携帯端末（２－２）に設けられた充電池
が家庭用電源から第２クレードル（３－２）を介して充電される。このため、第２ユーザ
は、第Ｎ連続番組データ（４１）を第２携帯端末（２－２）により視聴し終わった場合、
第２携帯端末（２－２）を第２クレードル（３－２）に接続するだけで、第Ｎ連続番組デ
ータ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を第２携帯端末（２－２）によ
り視聴することができる。
　このように、本発明の第２の観点による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利便
性が向上する。
【００２６】
　本発明の録画番組自動格納システムにおいて、前記サーバ（１）は、更に、前記複数の
番組データを受信して前記サーバ記憶部（１１；１２）に格納する受信部（１０）を備え
ている。
【発明の効果】
【００２７】
　以上により、本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザの利便性が向上する
。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザは、第Ｎ連続番組データ（４１）
を携帯端末（２－１、２－２）により視聴し終わった場合、手動コピー処理を行なわずに
、第Ｎ連続番組データ（４１）の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を携帯端末（
２－１、２－２）により視聴することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザは、第Ｎ連続番組データ（４１）
を携帯端末（２－１、２－２）により視聴し終わった場合、携帯端末（２－１、２－２）
をクレードル（３－１、３－２）に接続するだけで、第Ｎ連続番組データ（４１）の後の
第（Ｎ＋１）連続番組データ（４２）を携帯端末（２－１、２－２）により視聴すること
ができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、携帯端末（２－１）の記憶部（２１）が
小容量である場合、即ち、携帯端末（２－１）の記憶部（２１）の残容量に余裕がない場
合、ユーザが携帯端末（２－１）により第Ｎ連続番組データ（４１）を見終わったら、第
Ｎ連続番組データ（４１）が携帯端末（２－１）の記憶部（２１）から自動的に消去され
るため、その記憶部（２１）の記憶容量を節約することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、携帯端末（２－２）の記憶部（２１）が
大容量である場合、即ち、携帯端末（２－２）の記憶部（２１）の残容量に余裕がある場
合、ユーザが嗜好の番組データがサーバ記憶部（１１）から携帯端末（２－２）の記憶部
（２１）に移動されるため、サーバ（１）のサーバ記憶部（１１）の記憶容量を節約する
ことができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、複数の番組データを格納するサーバ記憶
部（１１）を備えたサーバ（１）と、小容量の記憶部（２１）を備えた携帯端末（２－１
）と、大容量の記憶部（２１）を備えた携帯端末（２－２）とのコンビネーションにより
、ユーザが嗜好とする番組データを格納することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下に添付図面を参照して、本発明の録画番組自動格納システムについて詳細に説明す



(17) JP 4768301 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

る。
【００２９】
　図１は、本発明の録画番組自動格納システムの構成を示すブロック図である。
　本発明の録画番組自動格納システムは、複数の携帯端末と、複数のクレードルと、サー
バ１とを具備している。本実施例では、携帯端末とクレードルの数を２とし、複数の携帯
端末をそれぞれ携帯端末２－１、２－２と称し、複数のクレードルをそれぞれクレードル
３－１、３－２と称する。
　クレードル３－１、３－２とサーバ１は、例えば、ユーザの自宅に設けられている。携
帯端末２－１、２－２は、それぞれ、上記ユーザである第１ユーザ（例示；親）、第２ユ
ーザ（例示；子）に使用される。クレードル３－１、３－２は、それぞれ、携帯端末２－
１、２－２の内部に設けられた充電池に接続可能である。携帯端末２－１、２－２がそれ
ぞれクレードル３－１、３－２に接続されたときに、携帯端末２－１、２－２に設けられ
た充電池は、それぞれ、家庭用電源からクレードル３－１、３－２を介して充電される。
　サーバ１は、有線ネットワーク４を介してクレードル３－１、３－２と接続されている
。有線ネットワーク４による接続としては、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）が例示される。
【００３０】
　図２は、サーバ１の構成を示すブロック図である。
　サーバ１は、コンピュータであり、受信部１０と、サーバ記憶部１１と、ＣＰＵ（Ｃｅ
ｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１４と、サーバ出力部１６と、デコーダ
１７と、通信部１８と、入力部１９とを具備している。
　通信部１８は、携帯端末２－１、２－２がクレードル３－１、３－２に接続されたとき
に、携帯端末２－１、２－２と有線ネットワーク４を介して通信可能である。
　サーバ記憶部１１は、記憶領域１２と、管理テーブル１３と、ＣＰＵ１４が実行するコ
ンピュータプログラムとを備えている。コンピュータプログラムは、サーバ制御部１５を
含んでいる。
　サーバ出力部１６は、表示部１６－１と、スピーカ１６－２とを含んでいる。
【００３１】
　図３は、サーバ記憶部１１の記憶領域１２に格納される番組データを示している。
　受信部１０は、アンテナを介して複数のチャンネルのそれぞれに対して、テレビ放送用
の番組を表す複数の番組データを受信する。受信部１０は、その複数の番組データをサー
バ記憶部１１の記憶領域１２に格納する。
　複数の番組データの各々は、番組の動画像を表す動画像データと、番組の音声を表す音
声データと、番組情報とを含んでいる。その番組情報は、番組識別子と、放送時間を表す
放送時間情報とを含んでいる。番組識別子は、チャンネルを表すチャンネル情報と、放送
日時と、番組のタイトルと、その番組データの容量を表す容量情報とを含んでいる。
【００３２】
　ここで、複数の番組データのうち、ユーザ（第１ユーザ、第２ユーザ）が嗜好の番組デ
ータを選択番組データ３０とする。この場合、ユーザは、選択番組データ３０をサーバ１
により視聴する。
　また、第１ユーザ、第２ユーザは、サーバ１により、共通の番組データとして選択番組
データ３０を視聴する場合もあるが、個人的に興味がある番組データについては携帯端末
により視聴したい場合もある。
　複数の番組データのうち、第１ユーザが嗜好の番組データを第１選択番組データ３１と
する。この場合、第１ユーザは、第１選択番組データ３１を携帯端末２－１により視聴す
る。
　複数の番組データのうち、第２ユーザが嗜好の番組データを第２選択番組データ３２と
する。この場合、第２ユーザは、第２選択番組データ３２を携帯端末２－２により視聴す
る。
【００３３】
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　複数の番組データには、連続番組を表す第Ｎ連続番組データ４１（Ｎは１以上の整数）
、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が含まれている。第Ｎ連続番組データ４１の番組情報
の番組識別子は、タイトル「ＸＸＸ」と、第Ｎ話とを含み、第（Ｎ＋１）連続番組データ
４２の番組情報の番組識別子は、上記と同じタイトル「ＸＸＸ」と、第（Ｎ＋１）話とを
含んでいる。
【００３４】
　図４は、サーバ記憶部１１の管理テーブル１３に格納される内容を示している。
　管理テーブル１３には、管理リスト６０が格納されている。管理リスト６０は、携帯端
末２－１、２－２の管理情報を表している。その管理情報は、後述する再生時間Ｔｚ、パ
ラメータを含んでいる。パラメータは、お気に入り情報、視聴回数を含んでいる。その管
理情報は、サーバ制御部１５によって更新される。
　管理テーブル１３には、蓄積番組リスト５０が管理リスト６０に対応付けて格納される
。蓄積番組リスト５０は、サーバ記憶部１１の記憶領域１２に格納された複数の番組デー
タを表している。
　管理テーブル１３には、後述する番組移動情報８５が格納される場合がある。番組移動
情報８５は、ある番組データがサーバ１から携帯端末に移動するときに格納される。番組
移動情報８５については第２実施形態にて説明する。番組データがサーバ１から携帯端末
に移動する場合があるため、サーバ１は、サーバ記憶部１１の記憶領域１２に格納された
複数の番組データを、管理テーブル１３を用いて管理する。
【００３５】
　図５は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、ユーザ（第１ユーザ
、第２ユーザ）が選択番組データ３０をサーバ１により視聴するときの動作を示すフロー
チャートである。
【００３６】
　受信部１０が複数の番組データを受信する度に、サーバ記憶部１１の記憶領域１２には
、その複数の番組データが格納される。このため、サーバ制御部１５は、定期的に、上記
蓄積番組リスト５０を生成して管理テーブル１３に格納（更新）する（ステップＳ１）。
　蓄積番組リスト５０は、複数の番組データに対する番組識別子を含んでいる。
【００３７】
　ユーザは、入力部１９を用いて、蓄積番組リスト表示指示を行なう。サーバ制御部１５
は、蓄積番組リスト表示指示に応じて、管理テーブル１３に格納された蓄積番組リスト５
０をサーバ出力部１６の表示部１６－１に表示する。ユーザは、蓄積番組リスト５０の番
組識別子を参照して、入力部１９を用いて、サーバ記憶部１１の記憶領域１２に格納され
た複数の番組データの中から、ユーザの嗜好による選択番組データ３０を選択する。ユー
ザは、その選択番組データ３０を視聴するために、入力部１９を用いて、番組出力指示を
行なう。サーバ制御部１５は、番組出力指示に応じて、その選択番組データ３０をデコー
ダ１７によりデコードし、その選択番組データ３０の動画像データを表示部１６－１に表
示し、その選択番組データ３０の音声データをスピーカ１６－２に出力する（ステップＳ
２）。
【００３８】
　上記のステップＳ１にて生成される蓄積番組リスト５０は、複数の番組データに対する
所定範囲Ｔｘｙを含んでいる。複数の番組データに対する所定範囲Ｔｘｙは、それぞれ、
複数の番組データが最初から途中まで放送されたときの設定時間Ｔｘから、複数の番組デ
ータが最初から最後まで放送されたときの放送時間Ｔｙまでの範囲を表している。複数の
番組データに対する設定時間Ｔｘは、それぞれ、ユーザが複数の番組データを見終わりそ
うな時間として、例えば、複数の番組データに対する放送時間Ｔｙの８０％としている。
　例えば、第Ｎ連続番組データ４１の放送時間Ｔｙが６０分である場合、第Ｎ連続番組デ
ータ４１の設定時間Ｔｘを４８分としている。
【００３９】
　図６は、携帯端末２－１、２－２の構成を示すブロック図である。
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　携帯端末２－１、２－２は、コンピュータであり、記憶部２１と、ＣＰＵ２４と、出力
部２６と、デコーダ２７と、通信部２８と、入力部２９とを具備している。
　通信部２８は、基地局との無線通信が可能である。無線通信については公知であるため
、説明を省略する。また、通信部２８は、携帯端末２－１、２－２がクレードル３－１、
３－２に接続されたときに、サーバ１の通信部１８と有線ネットワーク４を介して通信可
能である。
　記憶部２１は、記憶領域２２と、ＣＰＵ２４が実行するコンピュータプログラムとを備
えている。コンピュータプログラムは、制御部２５を含んでいる。
　出力部２６は、表示部２６－１と、スピーカ２６－２とを含んでいる。
【００４０】
　図７は、記憶部２１の記憶領域２２に格納される内容を示している。
　記憶部２１の記憶領域２２には、ユーザの嗜好による番組データが格納される。
　その記憶領域２２には、携帯管理情報７０が格納されている。携帯管理情報７０は、後
述する再生時間Ｔｚ、パラメータを含んでいる。パラメータは、お気に入り情報、視聴回
数を含んでいる。その携帯管理情報７０は、制御部２５によって更新される。
　その記憶領域２２には、後述する制御情報８０が格納される。制御情報８０については
第１実施形態～第３実施形態にて説明する。
【００４１】
　（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムについて説明する。
　第１実施形態では、第１ユーザは、携帯端末２－１により、第１ユーザの嗜好による番
組データを視聴する場合について説明する。この携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域
２２を表す記憶容量は、サーバ記憶部１１の記憶領域１２を表す記憶容量よりもはるかに
小さい。このため、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２のうちの未使用領域を表
す残容量は、所定容量以下であるものとする。所定容量は、複数の番組データを一度に格
納するのに充分な容量を表す。
【００４２】
　図８は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１ユーザが第１選
択番組データ３１を携帯端末２－１により視聴するときの動作を示すフローチャートであ
る。
【００４３】
　携帯端末２－１がクレードル３－１の所定の場所に置かれている。この場合、携帯端末
２－１の通信部２８は、クレードル３－１を介して有線ネットワーク４によりサーバ１の
通信部１８と通信可能である。第１ユーザは、携帯端末２－１の入力部２９を用いて、蓄
積番組リスト表示指示をサーバ制御部１５に行なう。サーバ制御部１５は、蓄積番組リス
ト表示指示に応じて、管理テーブル１３に格納された蓄積番組リスト５０を、クレードル
３－１を介して、携帯端末２－１の出力部２６の表示部２６－１に表示する。第１ユーザ
は、蓄積番組リスト５０の番組識別子を参照して、携帯端末２－１の入力部２９を用いて
、サーバ記憶部１１に格納された複数の番組データの中から、ユーザの嗜好による第１選
択番組データ３１を選択するための第１選択番組要求をサーバ制御部１５に行なう（ステ
ップＳ１１）。この第１選択番組要求は、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２の
残容量を含んでいる。
【００４４】
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照した結果、第１選択番組要求に含まれ
る残容量が所定容量以下であるが、選択番組データ３１の容量より大きいことを認識する
。この場合、サーバ制御部１５は、サーバ記憶部１１に格納された前記複数の番組データ
のうちの第１選択番組データ３１をコピーして、携帯端末２－１の記憶部２１に格納する
。このとき、サーバ制御部１５は、第１選択番組データ３１がコピーであることを表すコ
ピー番組情報８１を上記の制御情報８０として、第１選択番組データ３１に対応付けて携
帯端末２－１の記憶部２１に格納する（ステップＳ１２）。
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　コピー番組情報８１は、その第１選択番組データ３１が圧縮可能であることを示すコピ
ー番組圧縮可能情報と、その第１選択番組データ３１が削除可能であることを表すコピー
番組削除情報とを含んでいる。
【００４５】
　第１ユーザは、携帯端末２－１をクレードル３－１の所定の場所に置いたままでも、携
帯端末２－１をクレードル３－１から離しても、携帯端末２－１の記憶部２１に格納され
た第１選択番組データ３１を視聴することができる。
　第１ユーザは、その第１選択番組データ３１を視聴するために、携帯端末２－１の入力
部２９を用いて、番組出力指示を行なう。携帯端末２－１の制御部２５は、番組出力指示
に応じて、その第１選択番組データ３１を携帯端末２－１のデコーダ２７によりデコード
し、その第１選択番組データ３１の動画像データを携帯端末２－１の表示部２６－１に表
示し、その第１選択番組データ３１の音声データを携帯端末２－１のスピーカ２６－２に
出力する。携帯端末２－１の制御部２５は、第１ユーザによる番組出力停止指示が行なわ
れるまで、その第１選択番組データ３１を携帯端末２－１の出力部２６（表示部２６－１
、スピーカ２６－２）に出力する（ステップＳ１３）。
【００４６】
　ステップＳ１３にて、携帯端末２－１の制御部２５は、その第１選択番組データ３１を
最初から携帯端末２－１の出力部２６に出力したときの第１再生時間Ｔｚを、第１選択番
組データ３１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納する。このとき、携帯端末
２－１の制御部２５は、その第１選択番組データ３１を最初から最後まで携帯端末２－１
の出力部２６に出力した場合、携帯管理情報７０のパラメータとして、１を加算した視聴
回数を、第１選択番組データ３１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納する。
【００４７】
　例えば、上記のコピー番組情報８１としてコピー番組削除情報が第１選択番組データ３
１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納されている。この場合、ステップＳ１
３にて、第１ユーザは、その第１選択番組データ３１を視聴した結果、気に入らないとき
、携帯端末２－１の入力部２９を用いて、携帯端末２－１の記憶部２１から第１選択番組
データ３１を削除することができる。
【００４８】
　例えば、第１ユーザは、その第１選択番組データ３１を視聴した結果、気に入ったとき
、第１選択番組データ３１を削除した後、その第１選択番組データ３１を再度視聴したい
場合がある。この場合、ステップＳ１３にて、第１ユーザは、第１選択番組データ３１を
サーバ１から再度要求するときのために、携帯端末２－１の入力部２９を用いて、携帯管
理情報７０のパラメータとして、その第１選択番組データ３１を気に入った旨を示すお気
に入り情報を、第１選択番組データ３１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納
する。
【００４９】
　例えば、上記のコピー番組情報８１としてコピー番組圧縮可能情報が第１選択番組デー
タ３１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納されている。この場合、ステップ
Ｓ１３にて、第１ユーザは、その第１選択番組データ３１を視聴した結果、気に入って保
存しておきたいとき、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２を節約するために、携
帯端末２－１の入力部２９を用いて、携帯端末２－１の記憶部２１に格納された第１選択
番組データ３１を圧縮することができる。また、第１ユーザは、携帯端末２－１の入力部
２９を用いて、第１選択番組データ３１の最初から上記再生時間Ｔｚまでの部分を圧縮す
ることができる。または、第１ユーザは、ステップＳ１１にて、携帯端末２－１の入力部
２９を用いて、圧縮された第１選択番組データ３１をサーバ１から要求し、第１選択番組
データ３１に代えて、圧縮された第１選択番組データ３１を携帯端末２－１の記憶部２１
に格納することができる。
【００５０】
　図９は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１ユーザが嗜好の
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第１選択番組データ３１が第Ｎ連続番組データ４１であり、第１ユーザが第Ｎ連続番組デ
ータ４１を携帯端末２－１により視聴したときの動作を示すフローチャートである。
【００５１】
　第１ユーザは、携帯端末２－１をクレードル３－１の所定の場所に置く。このとき、携
帯端末２－１はクレードル３－１を介してサーバ１と接続される第１接続イベントが発生
し、携帯端末２－１の通信部２８は、クレードル３－１を介してサーバ１の通信部１８と
通信可能である（ステップＳ２１）。第１接続イベントが発生したときに、携帯端末２－
１に設けられた充電池が家庭用電源からクレードル３－１を介して充電される。
　携帯端末２－１の制御部２５は、第１接続イベントに応じて、第１携帯管理情報を、ク
レードル３－１を介してサーバ制御部１５に送信する（ステップＳ２２）。第１携帯管理
情報は、携帯端末２－１の記憶部２１に格納された番組データの番組識別子、携帯管理情
報７０、制御情報８０と、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２の残容量とを含ん
でいる。
【００５２】
　サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された蓄積番組リスト５０を参照して、
複数の番組データに対する番組識別子の中から、第１携帯管理情報に含まれる番組データ
の番組識別子と一致する番組識別子を検索する。次に、サーバ制御部１５は、管理テーブ
ル１３に格納された管理リスト６０が表す携帯端末２－１の管理情報の中から、上記検索
された番組識別子に対応する管理情報を検索する。次いで、サーバ制御部１５は、上記検
索された管理情報に含まれる再生時間Ｔｚ、パラメータ（お気に入り情報、視聴回数）を
、第１携帯管理情報に含まれる携帯管理情報７０に含まれる第１再生時間Ｔｚ、パラメー
タ（お気に入り情報、視聴回数）に変更する。即ち、サーバ制御部１５は、管理テーブル
１３に格納された管理リスト６０が表す携帯端末２－１の管理情報を更新する（ステップ
Ｓ２３）。
【００５３】
　管理リスト６０が表す携帯端末２－１の管理情報のうち、上記の第１選択番組データ３
１として第Ｎ連続番組データ４１に対応する管理情報が更新されている。この場合、第１
ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を視聴している（ステップＳ２４－ＹＥＳ）。
【００５４】
　管理リスト６０が表す携帯端末２－１の管理情報のうち、第Ｎ連続番組データ４１に対
応する管理情報が更新されている場合、第１携帯管理情報は、上記の携帯管理情報７０と
して、第Ｎ連続番組データ４１に対する第１再生時間Ｔｚを含み、上記の制御情報８０と
して、第Ｎ連続番組データ４１に対するコピー番組情報８１を含んでいる。
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照して、第１携帯管理情報に含まれる第
Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚが、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定範囲
Ｔｘｙ内であるか否かを調べる（ステップＳ２５）。
【００５５】
　第Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚは、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定
範囲Ｔｘｙ内である（ステップＳ２５－ＹＥＳ）。
　即ち、上記の第１再生時間Ｔｚは、上記の所定範囲Ｔｘｙとして放送時間Ｔｙ（６０分
）に達している。この場合、第１ユーザは第Ｎ連続番組データ４１を見終わっている。
　または、上記の第１再生時間Ｔｚは、上記の所定範囲Ｔｘｙとして、放送時間Ｔｙ（６
０分）に達していないが、設定時間Ｔｘ（４８分）を超えている。この場合、第１ユーザ
は第Ｎ連続番組データ４１を再生して数分で見終わる可能性がある。
【００５６】
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照した結果、第１携帯管理情報に含まれ
る残容量が所定容量以下であるが、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２の容量より大きいこ
とを認識する。この場合、サーバ制御部１５は、サーバ記憶部１１に格納された複数の番
組データのうちの第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をコピーして、携帯端末２－１の記憶
部２１に格納する。このとき、サーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が
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コピーであることを表すコピー番組情報８１を上記の制御情報８０として、第（Ｎ＋１）
連続番組データ４２に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納する（ステップＳ２
６）。
　ステップＳ２６にて、サーバ制御部１５は、第１携帯管理情報に含まれる第Ｎ連続番組
データ４１のコピー番組情報８１に対して、コピー番組視聴後削除命令８２を携帯端末２
－１の制御部２５に通知する。このとき、コピー番組視聴後削除命令８２を上記の制御情
報８０として、第Ｎ連続番組データ４１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納
する。
【００５７】
　ここで、携帯端末２－１の制御部２５は、既に、第Ｎ連続番組データ４１を最後まで携
帯端末２－１の出力部２６に出力している。即ち、第１ユーザは第Ｎ連続番組データ４１
を見終わっている。この場合、携帯端末２－１の制御部２５は、コピー番組視聴後削除命
令８２に応じて、携帯端末２－１の記憶部２１から第Ｎ連続番組データ４１を消去する（
ステップＳ２７）。
　または、携帯端末２－１の制御部２５は、上記のステップＳ１３を実行したときに、第
Ｎ連続番組データ４１を最後まで携帯端末２－１の出力部２６に出力する。即ち、第１ユ
ーザは第Ｎ連続番組データ４１を再生して数分で見終わる。この場合でも、携帯端末２－
１の制御部２５は、上記のステップＳ２７を実行する。
【００５８】
　なお、サーバ記憶部１１に第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が未だ格納されていない場
合、ステップＳ２６にて、例えば、サーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４
２の代わりに、第１ユーザが気に入っている番組データについて、ステップＳ２６を実行
することもできる。
　この場合、例えば、サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された管理リスト６
０を参照して、複数の番組データの中から、第１ユーザによるお気に入り情報に対応する
候補番組データを検索する。次に、サーバ制御部１５は、候補番組データの中から、視聴
回数が最も多い番組データを検索し、検索された番組データについてステップＳ２６を実
行する。
【００５９】
　ここで、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムの効果について説明す
る。
【００６０】
　第Ｎ連続番組データ４１が携帯端末２－１の記憶部２１に格納されている場合、第１ユ
ーザは、その第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－１により視聴することができる。第
Ｎ連続番組データ４１は、第１ユーザが嗜好の番組データである。第１ユーザは、その第
Ｎ連続番組データ４１を視聴し終わった場合、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１
）連続番組データ４２を視聴したい。この場合、第１ユーザは、第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ４２を視聴するために、通常であれば、サーバ１と携帯端末２－１とを接続して、サ
ーバ記憶部１１に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を携帯端末２－１にコピー
する手動コピー処理を行なう。しかし、第１ユーザは、次に視聴する番組データが決まっ
ているのに、手動コピー処理を行なわなければならない。
　また、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２を表す記憶容量は、サーバ１のサー
バ記憶部１１の記憶領域１２を表す記憶容量よりもはるかに小さい。このため、携帯端末
２－１の記憶部２１の残容量が、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２の容量よりも大きくて
も、所定容量以下である場合がある。このような場合、第１ユーザが嗜好とする複数の番
組データを一度に携帯端末２－１の記憶部２１に格納することに限度がある。
　この状態では、ユーザにとって利便性に欠ける。
【００６１】
　そこで、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、サーバ１と携帯
端末２－１とを接続する第１接続イベントが発生したときに、第１ユーザが携帯端末２－
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１により第Ｎ連続番組データ４１を見終わっている場合、第（Ｎ＋１）連続番組データ４
２が携帯端末２－１の記憶部２１に自動的に格納され、第Ｎ連続番組データ４１が携帯端
末２－１の記憶部２１から自動的に消去される。この場合、第１ユーザが携帯端末２－１
により第Ｎ連続番組データ４１を見終わっているとき、携帯端末２－１の出力部２６に出
力された第Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚが、第Ｎ連続番組データ４１に対す
る所定範囲Ｔｘｙとして放送時間Ｔｙに達している。このとき、サーバ１のサーバ制御部
１５は、サーバ記憶部１１に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をコピーして携
帯端末２－１の記憶部２１に格納し、その第Ｎ連続番組データ４１を視聴完了後に携帯端
末２－１の記憶部２１から消去するためのコピー番組視聴後削除命令８２を携帯端末２－
１に通知する。ここで、携帯端末２－１の記憶部２１に格納される第Ｎ連続番組データ４
１、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２は、それぞれ、視聴完了後に消去されるため、サー
バ記憶部１１に格納された第Ｎ連続番組データ４１、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２の
コピーであることが好ましい。
　これにより、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－１により視聴し終
わった場合、手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）
連続番組データ４２を携帯端末２－１により視聴することができる。
　また、携帯端末２－１の記憶部２１が小容量である場合、即ち、携帯端末２－１の記憶
部２１の残容量に余裕がない場合、第１ユーザが携帯端末２－１により第Ｎ連続番組デー
タ４１を見終わったら、第Ｎ連続番組データ４１が携帯端末２－１の記憶部２１から自動
的に消去されるため、その記憶部２１の記憶容量を節約することができる。
　このように、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００６２】
　また、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶容量を節約するために、第Ｎ連続番組データ
４１を携帯端末２－１の記憶部２１から消去させてから、第（Ｎ＋１）連続番組データ４
２を携帯端末２－１の記憶部２１に格納させてもよい。
　この場合、第Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚが第Ｎ連続番組データ４１に対
する所定範囲Ｔｘｙ内であり（ステップＳ２５－ＹＥＳ）、上記の第１再生時間Ｔｚが上
記の所定範囲Ｔｘｙとして放送時間Ｔｙ（６０分）に達している。ステップＳ２６にて、
サーバ制御部１５は、コピー番組視聴後削除命令８２を上記の制御情報８０として、第Ｎ
連続番組データ４１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納し、携帯端末２－１
にステップＳ２７を実行させる。その後、ステップＳ２６にて、サーバ制御部１５は、第
（Ｎ＋１）連続番組データ４２がコピーであることを表すコピー番組情報８１を上記の制
御情報８０として、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２に対応付けて携帯端末２－１の記憶
部２１に格納する。
　このような動作においても、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムで
は、ユーザの利便性が向上する。
【００６３】
　例えば、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を見終わっていないと思って、その第
Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－１により視聴してみたら、その第Ｎ連続番組データ
４１の未視聴部分が少なくて、すぐ見終わってしまう場合がある。このような場合、上記
の第１接続イベントが発生するまで、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（
Ｎ＋１）連続番組データ４２を携帯端末２－１により視聴することができない。
　この状態では、ユーザにとって利便性に欠ける。
【００６４】
　そこで、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、上記の第１接続
イベントが発生したときに、第１ユーザが携帯端末２－１により第Ｎ連続番組データ４１
を見終わる可能性がある場合、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が携帯端末２－１の記憶
部２１に自動的に格納され、第１ユーザが携帯端末２－１により第Ｎ連続番組データ４１
を見終わった場合、第Ｎ連続番組データ４１が携帯端末２－１の記憶部２１から自動的に
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消去される。この場合、第１ユーザが携帯端末２－１により第Ｎ連続番組データ４１を見
終わる可能性があるとき、携帯端末２－１の出力部２６に出力された第Ｎ連続番組データ
４１の第１再生時間Ｔｚが、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定範囲Ｔｘｙとして設定
時間Ｔｘを超えている。このとき、サーバ１のサーバ制御部１５は、サーバ記憶部１１に
格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をコピーして携帯端末２－１の記憶部２１に
格納し、上記のコピー番組視聴後削除命令８２を携帯端末２－１に通知する。これにより
、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－１により視聴し終わった場合、
手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組デー
タ４２を携帯端末２－１により視聴することができる。
　このように、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００６５】
　本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、上述のように、第１接続
イベントは、携帯端末２－１がクレードル３－１に接続されたときに発生する。第１接続
イベントが発生したときに、携帯端末２－１に設けられた充電池が家庭用電源からクレー
ドル３－１を介して充電される。このため、第１ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携
帯端末２－１により視聴し終わった場合、携帯端末２－１をクレードル３－１に接続する
だけで、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を携帯端末２－
１により視聴することができる。例えば、第１ユーザは、自身が嗜好とする番組データを
外出先でしか視聴する時間がなく、第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－１により視聴
し終わっている場合、家に帰宅したときに携帯端末２－１をクレードル３－１に接続する
だけで、また外出するときには、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ４２を携帯端末２－１により視聴することができる。
　このように、本発明の第１実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００６６】
　（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムについて説明する。第２実施形
態では、第１実施形態と同じ説明を省略する。
　第２実施形態では、第２ユーザは、携帯端末２－２により、第２ユーザの嗜好による番
組データを視聴する場合について説明する。この携帯端末２－２の記憶部２１の記憶領域
２２を表す記憶容量は、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２２を表す記憶容量より
もはるかに大きく、携帯端末２－２は、携帯端末２－１に対する次世代の携帯端末である
。このため、携帯端末２－２の記憶部２１の記憶領域２２のうちの未使用領域を表す残容
量は、所定容量よりも大きいものとする。
【００６７】
　図１０は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第２ユーザが第２
選択番組データ３２を携帯端末２－２により視聴するときの動作を示すフローチャートで
ある。
【００６８】
　携帯端末２－２がクレードル３－２の所定の場所に置かれている。この場合、携帯端末
２－２の通信部２８は、クレードル３－２を介してサーバ１の通信部１８と通信可能であ
る。第２ユーザは、携帯端末２－２の入力部２９を用いて、蓄積番組リスト表示指示をサ
ーバ制御部１５に行なう。サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト表示指示に応じて、管理
テーブル１３に格納された蓄積番組リスト５０を、クレードル３－２を介して、携帯端末
２－２の出力部２６の表示部２６－１に表示する。第２ユーザは、蓄積番組リスト５０の
番組識別子を参照して、携帯端末２－２の入力部２９を用いて、サーバ記憶部１１に格納
された複数の番組データの中から、ユーザの嗜好による第２選択番組データ３２を選択す
るための第２選択番組要求をサーバ制御部１５に行なう（ステップＳ３１）。この第２選
択番組要求は、携帯端末２－２の記憶部２１の記憶領域２２の残容量を含んでいる。
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【００６９】
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照した結果、第２選択番組要求に含まれ
る残容量が、選択番組データ３２の容量より大きく、所定容量よりも大きいことを認識す
る。この場合、サーバ制御部１５は、サーバ記憶部１１に格納された前記複数の番組デー
タのうちの第２選択番組データ３２を携帯端末２－２の記憶部２１に移動する。このとき
、サーバ制御部１５は、携帯端末２－２の記憶部２１に格納された第２選択番組データ３
２の消去を禁止するための移動番組削除禁止命令８３を、上記の制御情報８０として、第
２選択番組データ３２に対応付けて携帯端末２－２の記憶部２１に格納する（ステップＳ
３２）。
　ステップＳ３２にて、サーバ制御部１５は、第２選択番組データ３２がサーバ１から携
帯端末２－２に移動されたことを表す番組移動情報８５を生成し、第２選択番組データ３
２の番組識別子に対応付けて管理テーブル１３に格納する。
【００７０】
　第２ユーザは、携帯端末２－２をクレードル３－２の所定の場所に置いたままでも、携
帯端末２－２をクレードル３－２から離しても、携帯端末２－２の記憶部２１に格納され
た第２選択番組データ３２を視聴することができる。
　第２ユーザは、その第２選択番組データ３２を視聴するために、携帯端末２－２の入力
部２９を用いて、番組出力指示を行なう。携帯端末２－２の制御部２５は、番組出力指示
に応じて、その第２選択番組データ３２を携帯端末２－２のデコーダ２７によりデコード
し、その第２選択番組データ３２の動画像データを携帯端末２－２の表示部２６－１に表
示し、その第２選択番組データ３２の音声データを携帯端末２－２のスピーカ２６－２に
出力する。携帯端末２－２の制御部２５は、第２ユーザによる番組出力停止指示が行なわ
れるまで、その第２選択番組データ３２を携帯端末２－２の出力部２６（表示部２６－１
、スピーカ２６－２）に出力する（ステップＳ３３）。
【００７１】
　ステップＳ３３にて、携帯端末２－２の制御部２５は、その第２選択番組データ３２を
最初から携帯端末２－２の出力部２６に出力したときの第２再生時間Ｔｚを、第２選択番
組データ３２に対応付けて携帯端末２－２の記憶部２１に格納する。このとき、携帯端末
２－２の制御部２５は、その第２選択番組データ３２を最初から最後まで携帯端末２－２
の出力部２６に出力した場合、携帯管理情報７０のパラメータとして、１を加算した視聴
回数を、第２選択番組データ３２に対応付けて携帯端末２－２の記憶部２１に格納する。
【００７２】
　図１１は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第２ユーザが嗜好
の第２選択番組データ３２が第Ｎ連続番組データ４１であり、第２ユーザが第Ｎ連続番組
データ４１を携帯端末２－２により視聴したときの動作を示すフローチャートである。
【００７３】
　第２ユーザは、携帯端末２－２をクレードル３－２の所定の場所に置く。このとき、携
帯端末２－２はクレードル３－２を介してサーバ１と接続される第２接続イベントが発生
し、携帯端末２－２は、クレードル３－２を介してサーバ１と通信可能である（ステップ
Ｓ４１）。第２接続イベントが発生したときに、携帯端末２－２に設けられた充電池が家
庭用電源からクレードル３－２を介して充電される。
　携帯端末２－２の制御部２５は、第２接続イベントに応じて、第１携帯管理情報を、ク
レードル３－２を介してサーバ制御部１５に送信する（ステップＳ４２）。第２携帯管理
情報は、携帯端末２－２の記憶部２１に格納された番組データの番組識別子、携帯管理情
報７０、制御情報８０と、携帯端末２－２の記憶部２１の記憶領域２２の残容量とを含ん
でいる。
【００７４】
　サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された蓄積番組リスト５０を参照して、
複数の番組データに対する番組識別子の中から、第２携帯管理情報に含まれる番組データ
の番組識別子と一致する番組識別子を検索する。次に、サーバ制御部１５は、管理テーブ
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ル１３に格納された管理リスト６０が表す携帯端末２－２の管理情報の中から、上記検索
された番組識別子に対応する管理情報を検索する。次いで、サーバ制御部１５は、上記検
索された管理情報に含まれる再生時間Ｔｚ、パラメータ（お気に入り情報、視聴回数）を
、第２携帯管理情報に含まれる携帯管理情報７０に含まれる第２再生時間Ｔｚ、パラメー
タ（お気に入り情報、視聴回数）に変更する。即ち、サーバ制御部１５は、管理テーブル
１３に格納された管理リスト６０が表す携帯端末２－２の管理情報を更新する（ステップ
Ｓ４３）。
【００７５】
　管理リスト６０が表す携帯端末２－２の管理情報のうち、上記の第２選択番組データ３
２として第Ｎ連続番組データ４１に対応する管理情報が更新されている。この場合、第２
ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を視聴している（ステップＳ４４－ＹＥＳ）。
【００７６】
　管理リスト６０が表す携帯端末２－２の管理情報のうち、第Ｎ連続番組データ４１に対
応する管理情報が更新されている場合、第２携帯管理情報は、上記の携帯管理情報７０と
して、第Ｎ連続番組データ４１に対する第２再生時間Ｔｚを含んでいる。
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照して、第２携帯管理情報に含まれる第
Ｎ連続番組データ４１の第２再生時間Ｔｚが、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定範囲
Ｔｘｙ内であるか否かを調べる（ステップＳ４５）。
【００７７】
　第Ｎ連続番組データ４１の第２再生時間Ｔｚは、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定
範囲Ｔｘｙ内である（ステップＳ４５－ＹＥＳ）。
　即ち、上記の第２再生時間Ｔｚは、上記の所定範囲Ｔｘｙとして放送時間Ｔｙ（６０分
）に達している。この場合、第２ユーザは第Ｎ連続番組データ４１を見終わっている。
　または、上記の第２再生時間Ｔｚは、上記の所定範囲Ｔｘｙとして、放送時間Ｔｙ（６
０分）に達していないが、設定時間Ｔｘ（４８分）を超えている。この場合、第２ユーザ
は第Ｎ連続番組データ４１を再生して数分で見終わる可能性がある。
【００７８】
　サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照した結果、第２携帯管理情報に含まれ
る残容量が、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２の容量より大きく、所定容量よりも大きい
ことを認識する。この場合、サーバ制御部１５は、サーバ記憶部１１に格納された複数の
番組データのうちの第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を、携帯端末２－２の記憶部２１に
移動する。サーバ制御部１５は、携帯端末２－２の記憶部２１に格納された第（Ｎ＋１）
連続番組データ４２の消去を禁止するための移動番組削除禁止命令８３を、携帯端末２－
２の制御部２５に通知する。このとき、その移動番組削除禁止命令８３を、上記の制御情
報８０として、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２に対応付けて携帯端末２－２の記憶部２
１に格納する（ステップＳ４６）。
　ステップＳ４６にて、サーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２がサーバ
１から携帯端末２－２に移動されたことを表す番組移動情報８５を生成し、第（Ｎ＋１）
連続番組データ４２の番組識別子に対応付けて管理テーブル１３に格納する。
【００７９】
　なお、サーバ記憶部１１に第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が未だ格納されていない場
合、ステップＳ４６にて、例えば、サーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４
２の代わりに、第２ユーザが気に入っている番組データについて、ステップＳ４６を実行
することもできる。
　この場合、例えば、サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された管理リスト６
０を参照して、複数の番組データの中から、第２ユーザによるお気に入り情報に対応する
候補番組データを検索する。次に、サーバ制御部１５は、候補番組データの中から、視聴
回数が最も多い番組データを検索し、検索された番組データについてステップＳ４６を実
行する。
【００８０】
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　ここで、本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムの効果について説明す
る。
【００８１】
　第Ｎ連続番組データ４１が携帯端末２－２の記憶部２１に格納されている場合、第２ユ
ーザは、その第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－２により視聴することができる。第
Ｎ連続番組データ４１は、第２ユーザが嗜好の番組データである。この携帯端末２－２の
記憶部２１の記憶領域２２を表す記憶容量は、携帯端末２－１の記憶部２１の記憶領域２
２を表す記憶容量よりもはるかに大きく、携帯端末２－２は、携帯端末２－１に対する次
世代の携帯端末である。このため、携帯端末２－２の記憶部２１の残容量は、所定容量よ
りも大きい場合がある。
【００８２】
　そこで、本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムでは、サーバ１と携帯
端末２－２とを接続する第２接続イベントが発生したときに、第２ユーザが携帯端末２－
２により第Ｎ連続番組データ４１を見終わっている場合又は見終わる可能性がある場合、
第（Ｎ＋１）連続番組データ４２が携帯端末２－２の記憶部２１に自動的に格納される。
この場合、サーバ１のサーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をサーバ記
憶部１１から携帯端末２－２の記憶部２１に移動し、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２の
消去を禁止するための移動番組削除禁止命令８３を携帯端末２－２に通知する。これによ
り、第２ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携帯端末２－２により視聴し終わった場合
、手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ４２を携帯端末２－２により視聴することができる。
　また、携帯端末２－２の記憶部２１が大容量である場合、即ち、携帯端末２－２の記憶
部２１の残容量に余裕がある場合、第２ユーザが嗜好の番組データがサーバ記憶部１１か
ら携帯端末２－２の記憶部２１に移動されるため、サーバ記憶部１１の記憶容量を節約す
ることができる。
　また、サーバ制御部１５は、番組移動情報８５により第（Ｎ＋１）連続番組データ４２
がサーバ１から携帯端末２－２に移動されたことを管理している。このため、サーバ制御
部１５は、携帯端末２－１の記憶部２１に第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を格納する必
要があるときに、番組移動情報８５を携帯端末２－１に通知すればよい。
　このように、本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００８３】
　本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムでは、上述のように、第２接続
イベントは、携帯端末２－２がクレードル３－２に接続されたときに発生する。第２接続
イベントが発生したときに、携帯端末２－２に設けられた充電池が家庭用電源からクレー
ドル３－２を介して充電される。このため、第２ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携
帯端末２－２により視聴し終わった場合、携帯端末２－２をクレードル３－２に接続する
だけで、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を携帯端末２－
２により視聴することができる。
　このように、本発明の第２実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００８４】
　（第３実施形態）
　本発明の第３実施形態による録画番組自動格納システムについて説明する。第３実施形
態では、第１及び第２実施形態と同じ説明を省略する。
　第３実施形態では、第１ユーザは、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２がサーバ１から携
帯端末２－２に移動されても、携帯端末２－１により、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２
を取得することができる。これについて説明する。
【００８５】
　まず、上記のステップＳ１１～Ｓ１３が実行された後に、上記のステップＳ４１～Ｓ４



(28) JP 4768301 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

６が実行されている。
　この場合、ステップＳ１２にて、サーバ記憶部１１に格納された第１選択番組データ３
１（第Ｎ連続番組データ４１）のコピーが、携帯端末２－１の記憶部２１に格納されてい
る。また、その第Ｎ連続番組データ４１に対するコピー番組情報８１が、上記の制御情報
８０として、携帯端末２－１の記憶部２１に格納されている。
　ステップＳ４６にて、サーバ記憶部１１に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２
が、携帯端末２－２の記憶部２１に格納されている。また、その第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ４２に対する番組移動情報８５が、管理テーブル１３に格納されている。
【００８６】
　その後に、図１２Ａに示されるように、上記のステップＳ２１～Ｓ２５が実行される。
　即ち、第１ユーザは、携帯端末２－１をクレードル３－１の所定の場所に置き、第１接
続イベントが発生する（ステップＳ２１）。
　このとき、携帯端末２－１の制御部２５は、第１接続イベントに応じて、上記の第１携
帯管理情報を、クレードル３－１を介してサーバ制御部１５に送信する（ステップＳ２２
）。
　サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された管理リスト６０が表す携帯端末２
－１の管理情報を更新する（ステップＳ２３）。
　管理リスト６０が表す携帯端末２－１の管理情報のうち、上記の第１選択番組データ３
１として第Ｎ連続番組データ４１に対応する管理情報が更新されている場合（ステップＳ
２４－ＹＥＳ）、サーバ制御部１５は、蓄積番組リスト５０を参照して、第１携帯管理情
報に含まれる第Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚが、第Ｎ連続番組データ４１に
対する所定範囲Ｔｘｙ内であるか否かを調べる（ステップＳ２５）。
【００８７】
　第Ｎ連続番組データ４１の第１再生時間Ｔｚは、第Ｎ連続番組データ４１に対する所定
範囲Ｔｘｙ内である（ステップＳ２５－ＹＥＳ）。
　この場合、図１２Ｂに示されるように、後述のステップＳ５１～Ｓ５４と、上記のステ
ップＳ２７が実行される。
【００８８】
　サーバ制御部１５は、管理テーブル１３に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２
に対する番組移動情報８５を、携帯端末２－１の制御部２５に通知する。このとき、番組
移動情報８５を携帯端末２－１の記憶部２１に格納する（ステップＳ５１）。
　ステップＳ５１にて、サーバ制御部１５は、第１携帯管理情報に含まれる第Ｎ連続番組
データ４１のコピー番組情報８１に対して、コピー番組視聴後削除命令８２を携帯端末２
－１の制御部２５に通知する。このとき、コピー番組視聴後削除命令８２を上記の制御情
報８０として、第Ｎ連続番組データ４１に対応付けて携帯端末２－１の記憶部２１に格納
する。
【００８９】
　また、サーバ制御部１５は、第２接続イベントが発生したときに（ステップＳ４１）、
要求後配信命令８４を携帯端末２－２の制御部２５に通知する。このとき、要求後配信命
令８４を上記の制御情報８０として、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２に対応付けて携帯
端末２－２の記憶部２１に格納する（ステップＳ５２）。
【００９０】
　いま、携帯端末２－１の制御部２５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２に対する番組
移動情報８５に応じて、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を要求するための要求情報８６
を、無線ネットワークを介して携帯端末２－２に送信する（ステップＳ５３）。
　このとき、携帯端末２－２の制御部２５は、携帯端末２－１からの要求情報８６と、携
帯端末２－２の記憶部２１に格納された要求後配信命令８４とに応じて、携帯端末２－２
の記憶部２１に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をコピーし、無線ネットワー
クを介して携帯端末２－１の記憶部２１に格納する（ステップＳ５４）。
　その後、携帯端末２－１の制御部２５は、上記のステップＳ２７を実行する。
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【００９１】
　ここで、本発明の第３実施形態による録画番組自動格納システムの効果について説明す
る。
【００９２】
　本発明の第３実施形態による録画番組自動格納システムでは、第（Ｎ＋１）連続番組デ
ータ４２が携帯端末２－２の記憶部２１に移動されていても、第１ユーザは、携帯端末２
－１により第Ｎ連続番組データ４１を見終わっている場合又は見終わる可能性がある場合
、携帯端末２－２から第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を取得することができる。この場
合、サーバ１のサーバ制御部１５は、第（Ｎ＋１）連続番組データ４２がサーバ１から携
帯端末２－２に移動されたことを番組移動情報８５により携帯端末２－１に通知し、要求
情報８６を受けたときに第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を送信するための要求後配信命
令８４を携帯端末２－２に通知する。携帯端末２－１の制御部２５が番組移動情報８５に
応じて要求情報８６を携帯端末２－２に送信したとき、携帯端末２－２の制御部２５は、
携帯端末２－２の記憶部２１に格納された第（Ｎ＋１）連続番組データ４２をコピーして
携帯端末２－１の記憶部２１に格納する。これにより、第１ユーザは、第Ｎ連続番組デー
タ４１を携帯端末２－１により視聴し終わった場合、携帯端末２－１により携帯端末２－
２から第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を取得して視聴することができる。
　本発明の第３実施形態では、複数の番組データを格納するサーバ記憶部１１を備えたサ
ーバ１と、小容量の記憶部２１を備えた携帯端末２－１と、それよりも大容量の記憶部２
１を備えた携帯端末２－２とのコンビネーションにより、ユーザが嗜好とする番組データ
を格納することができる。
　このように、本発明の第３実施形態による録画番組自動格納システムでは、ユーザの利
便性が向上する。
【００９３】
　以上の説明により、本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザの利便性が向
上する。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携
帯端末２－１、２－２により視聴し終わった場合、手動コピー処理を行なわずに、第Ｎ連
続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組データ４２を携帯端末２－１、２－２によ
り視聴することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、ユーザは、第Ｎ連続番組データ４１を携
帯端末２－１、２－２により視聴し終わった場合、携帯端末２－１、２－２をクレードル
３－１、３－２に接続するだけで、第Ｎ連続番組データ４１の後の第（Ｎ＋１）連続番組
データ４２を携帯端末２－１、２－２により視聴することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、携帯端末２－１の記憶部２１が小容量で
ある場合、即ち、携帯端末２－１の記憶部２１の残容量に余裕がない場合、ユーザが携帯
端末２－１により第Ｎ連続番組データ４１を見終わったら、第Ｎ連続番組データ４１が携
帯端末２－１の記憶部２１から自動的に消去されるため、その記憶部２１の記憶容量を節
約することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、携帯端末２－２の記憶部２１が大容量で
ある場合、即ち、携帯端末２－２の記憶部２１の残容量に余裕がある場合、ユーザが嗜好
の番組データがサーバ記憶部１１から携帯端末２－２の記憶部２１に移動されるため、サ
ーバ１のサーバ記憶部１１の記憶容量を節約することができる。
　本発明の録画番組自動格納システムによれば、複数の番組データを格納するサーバ記憶
部１１を備えたサーバ１と、小容量の記憶部２１を備えた携帯端末２－１と、大容量の記
憶部２１を備えた携帯端末２－２とのコンビネーションにより、ユーザが嗜好とする番組
データを格納することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】図１は、本発明の録画番組自動格納システムの構成を示すブロック図である。（
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第１実施形態～第３実施形態）
【図２】図２は、サーバ１の構成を示すブロック図である。（第１実施形態～第３実施形
態）
【図３】図３は、サーバ１のサーバ記憶部１１の記憶領域１２に格納される番組データを
示している。（第１実施形態～第３実施形態）
【図４】図４は、サーバ１のサーバ記憶部１１の管理テーブル１３に格納される内容を示
している。（第１実施形態～第３実施形態）
【図５】図５は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、ユーザ（第１
ユーザ、第２ユーザ）が選択番組データ３０をサーバ１により視聴するときの動作を示す
フローチャートである。（第１実施形態～第３実施形態）
【図６】図６は、携帯端末２－１、２－２の構成を示すブロック図である。（第１実施形
態～第３実施形態）
【図７】図７は、携帯端末２－１、２－２の記憶部２１の記憶領域２２に格納される内容
を示している。（第１実施形態～第３実施形態）
【図８】図８は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１ユーザが
第１選択番組データ３１（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－１により視聴すると
きの動作を示すフローチャートである。（第１実施形態）
【図９】図９は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１ユーザが
第１選択番組データ３１（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－１により視聴したと
きの動作を示すフローチャートである。（第１実施形態）
【図１０】図１０は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第２ユー
ザが第２選択番組データ３２（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－２により視聴す
るときの動作を示すフローチャートである。（第２実施形態）
【図１１】図１１は、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第２ユー
ザが第２選択番組データ３２（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－２により視聴し
たときの動作を示すフローチャートである。（第２実施形態）
【図１２Ａ】図１２Ａは、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１
ユーザが第１選択番組データ３１（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－１により視
聴したときの動作を示すフローチャートである。（第３実施形態）
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、本発明の録画番組自動格納システムの動作の一部として、第１
ユーザが第１選択番組データ３１（第Ｎ連続番組データ４１）を携帯端末２－１により視
聴したときの動作を示すフローチャートである。（第３実施形態）
【符号の説明】
【００９５】
　１　　サーバ携帯端末
　２－２、２－２　　携帯端末
　３－１、３－２　　クレードル
　４　　有線ネットワーク
１０　　受信部
１１　　サーバ記憶部
１２　　記憶領域
１３　　管理テーブル
１４　　ＣＰＵ
１５　　サーバ制御部
１６　　出力部
１６－１　　表示部
１６－２　　スピーカ
１７　　デコーダ
１８　　通信部
１９　　入力部
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２１　　サーバ記憶部
２２　　記憶領域
２４　　ＣＰＵ
２５　　サーバ制御部
２６　　出力部
２６－１　　表示部
２６－２　　スピーカ
２７　　デコーダ
２８　　通信部
２９　　入力部
３０　　選択番組データ
３１　　第１選択番組データ
３２　　第２選択番組データ
４１　　第Ｎ連続番組データ
４２　　第（Ｎ＋１）連続番組データ
５０　　蓄積番組リスト
６０　　管理リスト
７０　　携帯管理情報
８０　　制御情報
８１　　コピー番組情報
８２　　コピー番組視聴後削除命令
８３　　移動番組削除禁止命令
８４　　要求後配信命令
８５　　番組移動情報
８６　　要求情報
Ｔｘ　　設定時間
Ｔｙ　　放送時間
Ｔｘｙ　　所定範囲
Ｔｚ　　再生時間
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